
パ ル ミラの 有 名 人 ・ハ イ ラ ン

酒 井 巨立目
一

は じ め に

紀 元1世 紀 の 中頃 、 シ リア砂 漠 中 央 の隊 商 都 市 パ ル ミラPalmyra(マ?月'《 れ タ ドモ ル)

に、 ハ イ ラ ン,セ^11と い う有 名 人 が い た。 ラブ エ ル 』改 コ マ の ニ ッ クネ ー ム を もち、 父 は

ボ ー ナペ 」?コ 、 母 は バ ア ル テ ガ改 入れbソ コ で あ った。 彼 は、 パ ル ミラ市 や ベ ー ル神 殿 等

に大 い に貢 献 し、 市 内要 所 の碑 文 で顕 彰 さ れ た、 しか るべ き人 物 で あ った。

パ ル ミラの碑 文 は、 パ ル ミラ語 か、 ギ リシ ャ語 を加 え たニ カ 国語 併 記 が通 例 。 だ が、 彼 自

身 に よ る墓 建 造 碑 文 や彼 の顕 彰 碑 文 は、 パ ル ミラ語 ・ギ リシ ャ語 ・ラテ ン語 の 三 ヶ国 語 併

記 で あ る。 これ らの特 異 な碑 文 は、 パ ル ミラ人 で は彼 に 限 定 さ れ 、 か ね て か ら研 究 者 が 解

読 を 重 ね て き た き た と こ ろ で あ る(Cantineau1933;Rodinson1950;Rosenthal1936;

Gawlikowski1970,1973;Teixidor1979;As'adandGawlikowski1997)o

本 稿 の 目的 は、 ハ イ ラ ンとそ の家 系 に 関 す る各 種 の 碑 文(PAT2801・TADMOREA2B・

PAT1356・0259・0273・1616・2759)を 詳 細 に再 検 討 し、 彼 の系 譜 や 周 辺 世 界 へ の 接 近 を

試 み る こ と に あ る。

都市パル ミラの歴史的状況 と三 ケ国語碑文

碑 文 の検 討 に先 立 ち、Parca(2001;p71)を 代 表 させ 、 最 近 の見 解 を抜 粋 ・紹介 して お く。

① は都 市 パ ル ミラ とギ リシ ャ ・ロ ー マ、 ② はパ ル ミラ語 とギ リシ ャ語 ・ラテ ン語 、 ③ はパ ル

ミラ碑 文 と ラテ ン語 ・ギ リシ ャ語 ・パ ル ミラ語 の 関係 に つ い て の評 価 で あ る。

OPalmyraasanurbancenterwascreatedinthefirstcenturyBCE,andasit

developedintoaGreekcity,acquiringGreekorgansofgovernmentandofficesinthe

secondhalfofthefirstcenturyCE,italsoenteredthesphereoftheRomanprovince

ofSyria.

OLastly,agroupoftrilingualinscriptionsfromPalmyradocumentsapatternof
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culturalandlinguisticinteractionthatmovescountertothosediscussedthusfar ,in

thatthetextsillustratehowGreekandLatinterminologyandconceptsfound

expressioninaSemiticlanguage.WhenLatinenterdtheNearEast,Greekwasthe

primarylanguageofcommunicationthroughouttheareaand,assuch,cameto

function"asamediumoftransmissionbetweenthevariousSemiticlanguagesused

intheregionononehand,andLatinontheother."

OUnlikeinotherGreekcitiesintheregion,itspeoplecontinuedtousetheirnative

Palmyrene,anAramaicdialect,inbothofficialandfuneraryinscriptions ,although

publictextstendedtobebilingualincreekanPa!myrene.

ハ イラ ンの墓 建造 碑文(PAT2801)

ハ イ ラ ン 自身 に よ る墓 建 造 碑 文 で あ る(第1図)
。 パ ル ミラ博 物 館 蔵 。 アゴ ラの南側4メ ー

トル、 中央 門 の西 寄 りで 出土 した(Rodinson1950)。 既 に原 位 置 を離 れ 、 墓 もそ の位 置 も

不 明。 板 石 上 の カ ル トゥー シ ュ(ロ ー マ と共 通 す る碑 文 枠)内 に、 ラテ ン語(1～3行)・

ギ リシ ャ語(4～8行)・ パ ル ミラ語(9～13行)の 三 力国 語 併 記 が され て い る。

パ ル ミラ博 物 館 の碑 文 カ タロ グ(As'adandGawlikowski1997)や
、 ジ ョ ン ・ホ プ キ ン

ス大 学 の碑 文 集(HillersandCussini1996)で は、 なぜ か ギ リシ ャ語 文 の7行 目 の 「KA

IBWNNHHATPIATTOT」 部 分 が欠 落 して い る。 単 な る ミスで あ ろ う。

以 下 、 各 語 に分 け検 討 を 進 め な が ら、 各 単 語 に 目安 程 度 の 英 単 語 を 付 記 す る。 っ いて は、

人 名 ・部 族 な ど は、 いず れ の 言 語 にか か わ らず パ ル ミラ語 風 表 記 とす る。

ラテ ン語文

1HAERANESBONNERABBELI・

HairanBonnaofRabb'el

2F(ILIVS)・PALMYRENVSPHYLES・MITHENON

sonPalmyrenetribeofMita

3SIBIET・SVISFECIT・

forhimselfandhisrelativesbuilt
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驚

第1図 働島根県並河萬里写真財団提供

三 ケ国 語 併 記 の 場 合 、 ラ テ ン語 ・ギ リシ ャ語 ・パ ル ミラ語 の順 とな る。

冒頭 の 「HAERANES」 は、 「ハ イ ラ ン,セ 《H」 の ラ テ ン語 風 表 記 。 続 く 「BON

NE」 は父 「ボ ー ナ改 」?コ 」、 「RABBEL」 は祖 父 「ラ ブエ ルb改 コ マ」 の ラテ ン語 風

表 記 。 「RABBELI」 の 「-1」 は属 格。2行 目冒 頭 の 「F」 は 「FILIVS息 子 」

の略 。 ロー マ の ラテ ン語 碑 文 は、 略 字 は頻 繁 で あ る(Keppie2001・Bodel1992)。 「ラ ブ ェ

ル の息 子 ボ ー ナ の息 子 ハ イ ラ ンが」 云 々 と、 三 代 の家 系 を示 して い る。

以 下 、 「パ ル ミラ人」 で あ る こ と、 「ミタ族 」 で あ る こ と、 この 建造 が 「彼(ハ イ ラ ン)自

身 と彼 の 親 族 の た め 」 と記 して い る。 な おAs'adandGawlikowski1997やHillersand

Cussini1996は 「PALMIRENVS」 と読 ん で い る が、 「PALMYRENVS」 が 正

しい。 「PALMYRAパ ル ミラ」 の名 称 は ラテ ン語 とギ リシ ャ語 に限 定 され る。 併 記 文 で

も、 パ ル ミラ語 で は 「マ?月'《hタ ドモ ル」 と記 され る。 ま た、 「PHYLE部 族 」 は ギ リ

シ ャ語 の 「ΦTAH」 か らの借 用語 で あ る。 ロ ー マで は、 パ ル ミラ の よ うな血 縁 関 係 に よ る

部 族 よ り も、 投 票 区域 を意 味 す る 「TRIBUS部 族 」 とい う用 語 が 一 般 的 で あ っ た よ う

で あ る。

「建 造 した」 を 意 味 す る動 詞 「FECIT(FACIO)」 が、 ラテ ン語 の 原 則 に従 っ て

文 末 に きて い る。 主 語 は、1行 目冒 頭 の ハ イ ラ ンで あ る。
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ギ リシャ語文

4ETOTC・rヨTMHNOC三AN△IKOT

year363(A.D.52)monthofKsandikos

5AIPANHCBWNNAIOTTOTPABBHAOT

HairanofBonnahisofRabb'el

6nAAMTPHNOCΦTAHCMEIOHNWNEATTW

PalmyrenetribeofMitaforhimself

7KAIBWNNHIIATPIATTOTKAIBAAAOHI'AMHTPI

andforBonnafatherhisandBalthegamother

8ATTOTETNOIACENEKEN・KAITOICIDIOICATTOT

hiskindnessbyandtothemforthemhis

冒頭 に、 建 造 年 月 を 「363(西 暦52)年 クサ ンデ コ ス(4)月 」 と明 記 して い る。 通 例 、

パ ル ミラで の ギ リシ ャ語 碑 文 は、 「セ レ ウ コ ス暦(前312年10月 に始 ま る)」 に よ る 「マ ケ ド

ニ ァ暦 」(HillersandCussini;1996p .443)を 採 用 し、 年 月 日の 順 で 記 す 。 数 詞 は ア ル フ ァ

ベ ッ ト方 式 で あ る。 テ キ ス トで は
、 右 側 に 「'」 の記 号 を付 記 す る。 「r」 は 「3」、 「E'」

は 「60」、 「T'」 は 「300」 で あ る。 従 って、 合 計 で 「363」 と な る。 数 字 は、 左 か ら一 ・二 ・

三 桁 目の 順 で あ る。 西 暦 へ の 換 算 は、 碑 文 に記 され た 数 か ら、 「1～9月 」 は 「311」、 「10～

12月 」 は 「312」 を 引 き算 す る。 本 碑 文 は 「4月 」 に該 当 す るの で、 「363-311=西 暦52年 」

とな る。 仮 に月 名 が 記 され て い な い場 合、 「西 暦51年 」 か 「西 暦52年 」 か は不 明 とな る。

な お 、 明 確 に 年代 を 伴 うパ ル ミラ最 古 の碑 文(パ ル ミラ語 文)は 、 今 日、 「269(前44年)

年 テ ィ シ ュ リ(10)月 」 付 け で あ る(PAT1524)。 ま た、 年 代 が 明 らか な最 古 の 墓 は、 有 名

な 「ア テ ナ タ ン塔 墓 」(PATO457)で 、 「304(紀 元 前9)年 カ ナ ン(11)月 」 付 け で あ る。

5行 目の 「AIPANHC」 は 「ハ イ ラ ン,～ ～^f」 の ギ リシ ャ語 風 表 記。 以 下 、 定 冠 詞

「TOT(男 性 ・単 ・属 格)」 を爽 ん で、 父 「ボ ー ナ改 」?コ 」、 お よ び祖 父 「ラ ブ ェ ル 』ぺ

Y」 の ギ リシ ャ語 風 表 記(属 格)で あ る。 定 冠 詞 は 「～ の息 子 」 の意 味。 ラテ ン語 文 と同

様 、 三 代 の家 系 を記 して い る。

6行 目 に は、 同 じ く、 「パ ル ミラ人 」 で あ る こ と、 「ミタ族 」 で あ る こ とを記 す。6行 目末
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～8行 目 に、 「彼(ハ イ ラ ン)の 善 意 に よ って。 彼 自身 と父 ボー ナ と母 バ ア ル テ ガ と彼 の 親

族 達 の た め」 と記 して い る。 この 中 で 、 ラ テ ン語 文 に なか ったハ イ ラ ンの母(改 入 れ 』yコ

バ ア ル テ ガ)が 新 た に登 場 して い る。

なお 、 「この墓 を」(直 接 目的 語)や 「建 造 した」(動 詞)は 省 略 され て い る。

パル ミラ語文

A㍉ 《 「X」 「L《r〈Yコ 】目 ノ ノ ノ333一 ノ ノ ノ れJV1=⊃AJ∫ 画{Y《 」ゴ9

0fthistomb363(A.D.52)yearofNisanmonthofin

セ と1り れ 」れyセ と1改 」?コ ～ヒとib改 とiマ マ コ 改 」?とiマ と1乍 ～^H10

sonof`AtenatansonofBonnasonofRabb'elsonofBonnasonofHairan

bソ 改 」コ^ソ 改 れ 《月^」 コ てH31《1改^マ 月 ソれ 《月 《れ11

forbuiltwhichMitaBenetribeofwhoPalmyreneTaimai

1《 ソAマ?レ 』コ れ マコ 改 入hbソ コbソ?《X?コ 改 改 」?コ12

0fwhoBelshuridaughterofBa`altegaforandhisfatherBonna

り?Xセ"AbAX?」 コb?X』?X月 さくb?コA、 《入AJコ 、《H313

theirhonourforhissonsforandhimselfforandhismotherGaddibolBenetribe

パ ル ミラ語 文 の読 み の方 向 は、 ラテ ン語 ・ギ リシ ャ語 と異 な り、 左 ← 右 で あ る。

パ ル ミラ語 文 も、 冒頭 に、 セ レ ウ コス暦 で 「363年 ニ サ ン月(西 暦52年4月)」 と明 記 して

い る。 ギ リシ ャ語 文 の年 月 と同一 で あ る。 数 字 は、 「一 ノ ノ ノ100×3=300」+「333

20×3=60」+「 ノ ノ ノ1×3」=363と 読 む。 数 字 の 「一 」 は 「100」 ま た は 「10」 を

表 す が、 そ の位 置 で両 者 を判 断 す る。 西 暦 へ の換 算 は、 ギ リシ ャ語 文 と同様 に、 記 され た数

か ら 「311」 を引 き算(ニ サ ン月 の 場 合)し て可 能 で あ る。 な お、 同 じ碑 文 中 の 併 記 に見 え

て も、 内容 や年 号 が異 な る場 合 もあ り、 本 稿 で も実 例(PAT1356)を 紹 介 す る。

9行 目の 「この墓XJソ 改 マきi月」 とい う文 言 は、 本 碑 文 が 墓 自体 に置 か れ た こ と を明

示 して い る。 先 述 の よ うに、 墓 自体 は不 明。 通 例 、 墓 建 造 碑 文 は門 上 部 に設 置 され る。

10行 目に は、 ハ イ ラ ンに至 る家 系 を連 記 して い る。 即 ち、 「タイ マ イ^月^れ → ア テ ナ タ

ンりれ 」れ ソ→ ボ ー ナ改 」?コ → ラ ブエ ル 』改 コ マ(祖 父)→ ボ ー ナ 改 」?コ(父)→ ハ
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イ ラ ンり マ^H(本 人)」 で あ る。6代 も家 系 を記 す こ とは極 め て希 で あ る。

11行 目 で は、 同 じ く、 「パ ル ミラ人 」 で あ る こ と、 「ベ ネ ・ミタ族 」 で あ る こ とを 記 して い

る。 部 族 名 に は、 「^」 コ 」 を付 記 す る もの と、 しな い もの が あ る。 「《 」と1」 は 「C～

の息 子 」 の複 数 ・合 成 形 で 、 「～ の息 子 達 」 の意 味 。 た だ し、 テ キ ス トで は 「ベ ネ 」 と そ の

ま ま表 記 す る のが 通 例 と な って い る。 パ ル ミラ に は、 当 時 、 有 力 な 「'《H3改 コ セペ 四 部

族 」 が い た。 コ マ ラ ー族 が そ の一 っ と確 認 され て い るが 、他 は未確 定 で あ る。 マ タボール族 ・

マ ー ジ ア ン族 ・ミタ族 が その 候 補 で あ る(Schlumberger1970)。

11行 目末 か ら、 「父 ボ ー ナ と、 ベ ネ ・ガ ッデ ィボ ー ル族 の ベ ル シュ ー リの 娘 の 母 バ ー ル テ

ガ と、 自分 自身 や 息 子 達 や 彼 らの 名 誉 の た め に建 て た」 と、 建 造 の 目的 を 具 体 的 に記 して い

る。 「^、《」 は関 係 代 名 詞 で、 「which」 や 「who」 に相 当。 「改 」コ 」 は動 詞 「^」 コ 建 て

る」 の3人 称 ・男性 ・単 数 の 完 了 形。 「』 ソ」 は前 置 詞 で 、 「～ の た め に」 の 意 味。 主 語 は、

10行 目頭 の 「ハ イ ラ ン」 で あ る。 な お、 母 方 の ガ ッデ ィ ボー ル族 を 有 力 「四 部 族」 の一 っ と

み る見 解 もあ る(Cantineau1930)。

以 上 、 本碑 文 か ら得 られ た情 報 を簡 単 に整 理 す る。

(1)ハ イ ラ ンは西 暦1世 紀 中 頃 に存 在 した パ ル ミラ人 で、 ベ ネ ・ ミタ族 で あ る。

(2)彼 は、 西 暦52年4月 に、 一 族 の た め墓 を建 造 した。

(3)父 は ボ ー ナ、 母 は バ ー ル テ ガ で あ る。

(4)父 方 の家 系 は、 ベ ネ ・ ミタ族 で、 タイ マ イ→ ア テ ナ タ ン→ ボ ー ナ→ ラ ブエ ル(祖 父)

→ ボ ー ナ(父)→ ハ イ ラ ン(本 人)で あ る。

(5)母 方 の家 系 は、 ベ ネ ・ガ ッデ ィボ ー ル族 で、 ベ ル シュ ー リ(祖 父)→ バ ール テ ガ(母)

→ ハ イ ラ ン(本 人)で あ る。

「元老院 と人民」 によるハ イ ラン顕彰碑(TADMOREA2B)

円形 劇 場 の 南 外 側 、 いわ ゆ る ゼ ノ ビア城 壁 の 外 側 に近 接 す る円 柱 に刻 まれ た顕 彰 碑 文 で あ

る(第2図)。 パ ル ミラの 「元 老 院 と人 民 ⊃ 月 ソ?改 』黛と!」が建 て た も の。 今 日、 原 位

置 に建 って い るが 、柱 の上 半 は欠失 して い る。 ハ イ ラ ン像 も不 明。建造 碑文 と同様 の カル トゥー

シ ュ(碑 文 枠)内 に、 ラ テ ン語(1～3行 目)・ ギ リシ ャ語(4～7行 目)・ パ ル ミラ語(8

～11行 目)の 三 力 国 語 併 記 が され て い る
。 風 化 で 不 明 部 が 多 く、 約70年 前 のCantineau

(1933)に よ る解 読 テ キ ス トが 有 効 で あ る。 本 稿 で は、 そ れ と筆 者 の拓 本 を重 ね て検 討 す る。

不 明 の[]内 に は、 彼 の復 元 案 を そ の ま ま補 記 した。

な お、Cantineauの テ キ ス トに は い くっ か 問題 点 もあ る。 例 え ば、下 記 の ラテ ン語文 の1・
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ン語文

↓
HAERANEM

forHairan

LMYRENORVM

ofpalmyrenes

 

テ

A

ラ

PVITAS

People

↓

ET・RABBELVM

andofRabb'el

QVI・

whois
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く
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肛

副

BV[LE

Senate

BO[NNAE

ofBonna

 

1
⊥

∩
∠
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3PIVM[ETPHI]LOPATRIN

faithfulandloverofhomecity

1行 目 は、 「パ ル ミラの元 老 院 と人 民 が ハ イ ラ ンの た め にBVLEETCIVITAS

PALMYRENORVM」 と記 して い る。 「HAERANEM」 は 「HAERANES」

の対 格 形 で 、 「ハ イ ラ ン りマ 《H」 の ラテ ン語 風 表 記 で あ る。 紀 元1世 紀 中 頃 、 パ ル ミ ラで

は、 既 にギ リシ ャ風 の 「元 老 院 と人 民 」 制 度 が 確 立 して い た。 この 制 度 の 概 要 は、 後 で 紹 介

す る 「パ ル ミラ関 税 法 」(西 暦137年4月18日 布 告)の 冒 頭 に 記 され て い る。 「元 老 院 と人 民 」

が 、 パ ル ミラに お け る最 高 の 政 治機 関(小 玉1994)で あ る。 従 って、 こ の 機 関 に よ る顕 彰

碑 は、 当 地 で最 高 の 栄 誉 とい う こ とに な る。

2行 目に は、 ハ イ ラ ンが ボ ー ナ の息 子 で、 「ラ ブ エ ルRABBEL』 改 コ マ」 の異名(ニ ッ

ク ネー ム)を もっ こ とを特 記 して い る。 「ラ ブ エ ル」 はハ イ ラ ンの 祖 父 の名 前 で あ る。 当 地

で は、 祖 父 の名 前 を受 け継 い で、 同名 に す る場 合 も多 い。 三 ケ国 語 文 と も異 名 を特 記 して お

り、 日常 的 に、 本 名 ボ ー ナ よ り異 名 ラブ エ ル で呼 ば れ て い た の で あ ろ う。

「QVI(関 係 代 名 詞)・ET(接 続 詞)・RABBELVM(人 名 ・対 格)」 は 「ま た ラ

ブエ ル で あ る と ころ の」 と い った意 味 。 こ の文 言 は父 ボ ー ナ にか か る単 語 配 列 だ が、 ハ イ ラ

ンの異 名 と み る のが 通 例 で あ る。Cantineauの 見 解 を示 す 。

「Aenjugerparl'emploidel'accusatif,Rabb'1estlesurnomdeHairan,etnoncelui

desonpereBonney(Cantineau1933:p.176)

3行 目 に は、 「PIVMETPHILOPATRIN誠 実 か っ 祖 国 を愛 す る」 と、 ハ イ

ラ ンの 人 物 像 を 抽 象 的 か っ 簡 略 に記 して い る。 「PIVM」 は 「誠 実 ・正 義 ・公 平 」 の意 味 。

「PATRIN」 は 「PATRIA祖 国 ・故 郷 」 の対 格 で 、 こ こで はパ ル ミ ラ(地 元 名 は タ

ドモル)の こ とで あ る。

ギ リシ ャ語文

4H[BOTA]HKAIO[OHMOC]AIPANHNBWNNEO[TC]

TheSenetandthePeopleforHairanofBonne

5[TONKAIP]ABBHAON

himandtoRabb'el
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6K[OCMH]THNETCE[BH]KAI[ΦIA]OnATPIN

decoratorfaithfullandloverofhomecity

TEIMHCXAPIN

inhishonour

7[E]TOTCErlT'MHNOC三AN△IKOTゆ

year385(A.D.74)monthofKsandikos

ギ リシ ャ語 文 は、 左 一半分 に 不 明 部 が 多 い。4行 目 は、 ラテ ン語 とパ ル ミラ語 文 と対 照、し、

「HBOTAHKAIO△HMOCAIPANHN元 老 院 と人民 が ハ ラ イ ンの ため に」

を復 元 で き る。 行 末 は父 「ボ ー ナBWNNEOTC」 で あ る。

5行 目の 頭 は不 明 だ が 、 か っ てCantineauは 「TONKAIP」 と復 元 した。 だ が 、

本 人 も承 知 の よ うに、 実 際 に は、 「7字 」 の挿 入 は無 理 で あ ろ う。 碑 石 に は 「4字 」 程 度 の

空 白 しか な い。 後 続 す る 「PABBHAON」 の 「P-」 は確 実 な ので 、 残 り 「3字 」 程 度

の単 語 が切 望 さ れ る。 別 案 が必 要 だ が、 本 稿 に 影 響 な いの で 稿 を進 め る。 後 の 「PABBH

AON」 は、 ハ ィ ラ ンの異 名(ラ ブエ ル 』改 コ マ)の 対 格 形 で あ る。 なお 、 こ の行 は極 め て

短 か い。 次 行 の頭 に重 要 な単 語 を記 す必 要 が あ った の だ ろ うか 。

注 目す べ き6行 目頭 の単 語 は、 残 念 な が ら、両 端 の 文 字(K[・ ・ …]HN)が 判 読

で き るだ け で あ る。Cantineauは 、 こ れ を 「K[OCMHT]HN」 と復 元 し、 「装 飾 家

d6corateur」 と解 釈 した。 以 降 、 ハ イ ラ ンの 「職 業 」 を 神 殿 装 飾 家 とみ る見 解 が 踏 襲 され 、

今 日 で も有 力 な説 と な って い る。 パ ル ミラ博 物 館 の カ タ ロ グ も、 この 見 解 を 踏 襲 して い る。

後 で 述 べ るが 、 や や異 な った見 解 もあ る。 文 脈 か ら判 断 して 、 こ こ に 「身 分 ・職 業 」 に関 す

る単 語 を 置 く こ と自体 に は何 らの 問題 はな い。Cantineauに よ る ギ リシ ャ語 文 の仏 訳 と コ メ

ン トを紹 介 す る。

「LeSenatetlePeupleaHairan,filsdeBonne,surnommeRabb'1,d6corateurdans

lesedificesdesdieuxetquiaimesapatrie;ilsluiontelevecettestatuepour

1'honoreraumoisNisan1'an385(avril74)」(Cantineau1933:p.176)

「Audebutdelaligne3,j'airestitueκ[oσ μ η τ]カv,d'apresletextepalmy-

i
renien」(Cantineau1933:p.176)(註 「1igne3」 と は6行 目 の こ と)
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た だ し、 若干 の 問題 もあ る。Cantineauの 案 は、 不 明 部 に 「5字 」 を挿 入(K[OCMH

T]HN)す る こ とが 不 ・J欠で あ る。 また 、 拓 本 で は、 「K…THN」 と読 め る。従 って、

この点 で は問 題 は な い。 た だ し、 「K」 と 「T」 間 は概 ね 「3字 」 分 で 、 「4字 」 の挿 入 は か

な り窮 屈 で あ る。 同 案 を否 定 す る もので は な いが 、 この点 で再 検 討 が必 要 で あ る。 これ に対

し、Posenthalは 、 「K…THN」 を、 「K[TIC」THN」 と復 元 し、 「創 立 者 ・復 興

者(対 格)」 と理 解 した(Rodinson1950;p.140)。 同 案 は、 単 語 の意 味 の 是 非 は別 と して 、

「字 数 的」 に は 妥 当 で あ る。 た だ し、 後 で紹 介 す るパ ル ミラ語 文 の 内 容(9行 目)と は、 や

や か け離 れ て くる。 こ う した点 で は、 前 者 の 方 が よ り妥 当 で あ る。 いず れ に して も、 「KO

CMHTHN」 に類 似 の 単 語 が 刻 まれ て い た と考 え られ る。

続 く 「ETCEBHKAIΦIAOnATPIN敬 度 か っ祖 国 を愛 す る」 は、 ラテ ン

語 文 と同 様 、 ハ イ ラ ンに関 す る抽 象 的 な 形 容 語 で あ る。

そ して 、 建立 が、 「TEIMHCXAPIN(ハ イ ラ ンの)名 誉 の た め に」 で あ る と付 記

して い る。 「XAPIN」 は 「感 謝 」 を意 味 す る 「XAPIC」 の対 格 だ が、 「～(属 格)+

XAPIN」 で 「～ の た め に」 とい った意 味 の前 置詞 とな る。

7行 目に、 建 立年 月 を 「385(西 暦74)年 ク サ ンデ コ ス(4)月ETorcEnT'M

HNOC三AN△IKOT」 と記 して い る。 既 に読 み 方 を紹 介 した よ うに 、 数 詞 の 「EH

T'」 は、 「5+80+300=385」 で あ る。

パ ル ミラ語文

[』 さくコ セ 《'`Cれ 月At《 ごく]」?コ を コ1YAH』 ⊃ 月 、《?♂ 〈b?コ8

Rabb'elnicknamedwhoBonnasonofHairanforPeopleandTheSenate

」3(∫ ∩{『～〈～[《 き(A「〉【]』[ご く]AJAJ上=1こ=ix」 民上ゴJ卜1月9

10verofandofGodsbuildingsinhisdecorations

Xマ"^bXJ、 《 ごく月v`X』?月 《月 ごくXれ 」^'《 月10

hishonorforthisstatuehimforerectedhiscity

ソ3333-「 ノ ノ ノ れ 」 「レ り ⊃AJJICAコ!1

385(A.D.74)yearofNisanmonthofin

左半分がかなり不明。冒頭は、上記のラテン語文 とギ リシャ語文を参照 して、「元老院 と
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人 民 が ラ ブェ ル と呼 ば れ た 、 ボー ナ の 息 子 ハ イ ラ ンの た め に」 と復 元 で き る。

9行 目が 、 ギ リシ ャ語 文 の6行 目に 該 当 す る問 題 の 個 所 で あ る。 「xれ コ 」《月 」 は 「X」

+「hコ 」《月 」 の 構 成 。 「れ コ 部 月 」 は 「Xきi訓 月 浮 き彫 り ・像」 の複数 ・絶 対形 で 、「X-」

は、3人 称 ・単 数 ・所 有 格 の 接 尾 辞 。 「彼(ハ イ ラ ン)の 装 飾 」 と は、 「ハ イ ラ ンが 奉 納 した

装 飾 」 を 意 味 す る。 この 単 語 は、 ギ リシ ャ語 文 の 「装 飾 家 」 と は ニ ュ ア ンス が や や異 な る。

ギ リシ ャ語 文 の 「装 飾 家 」 は、 「装 飾 を寄 進 した 人」 の 意 味 か。

次 の 「^」 《 」コ と1」は、 「1^」 コ 建 物 」 の複 数 ・合 成 形 で あ る 「《 」^」 コ 」 に 、

「～ の 中(in)」 を意 味 す る前 置 詞 の接 頭 辞 「一と1」が付 い た もの。 続 く 「改^X』 改 」 と復

元 さ れ た個 所 は、 「X』 ～く 神 」 の複 数 ・強 意 形 。 併 せ る と、 「神 々 の諸 建 物 内 」 の 訳 が 得 ら

れ る。 神 殿 名 は不 明 。 お そ ら くベ ー ル神 殿 で あ ろ う。

こ う した こ とか ら、 ハ イ ラ ンが諸 神 殿 内 の装 飾 を寄 進 した功 績 を称 え 、 「元 老 院 と人 民 」

が彼 の顕 彰 碑 文 を建 て た とい う脈 絡 で理 解 で きよ う。

こ こで、9行 目の 「メれ1ヨ」覗 」 を 「そ の装 飾 家 」 と読 み と るCantineauの 見 解 を 紹 介

して お く。 つ い て は、 「れ とi訓月 」 を 「装 飾 」 で な く、 「装 飾 家 」 とみ る。 従 って 、 「X-」

を 「彼(ハ イ ラ ン)の ～」 で な く、 「都 市 パ ル ミラの ～」 とか 「元 老 院 と人 民 の ～ 」 な ど、

装 飾 家 の 「所属 機 関」 を 意 味 す る、 三 人 称 ・単 数 ・所 有 格 ・接 尾 辞 と理 解 す る必 要 が あ る。

た だ し、 「れ コ 」覗 」 を 「装 飾 家 」 とす る パ ル ミラで の 用語 例 は、 筆 者 が 情 報 収 集 した 限 り、

知 られ て いな い。

Iln,estpassanspresenterquelquesdifficultes;onattendraitd'abord《 きくれ と1」、{月

al'etaternphatique:「 〉～れ コ 」、{月paraitvouloirdire《sondecorateur》celui

delacitedePalmyre‐amoinsqu'onnepenseauneconstructionanaloguea

r〈AX』 δくAJAJこ ゴAlXれ1ヨ ナ{,月,maisunesemblableconstructionavecla

preposition一 コnesemblepasattesteeparailleurs・

(Cantineau1933;p.176)パ ル ミラ文 字 は筆 者 に よ る

「装 飾 家 」 説 に異 論 を 唱 え る見解 、 例 え ば 、Teixidor(1979)の コ メ ン トを紹 介 す る。

Inthisbadlypreservedinscription,Gawlikowski(Let,em二ple,p.71)and

Colledge(ノarto!Palmyra,P.237),acceptCantineau'srenderingofX,れ よゴ」卜lj哺las

"d
ecorator,"butMilik'sinterpretationofthetermasmeaning"decorations"

(Dedicates,p.226)seemsmorecompatiblewiththefactthatHairanisnowhere

alsodescribedasdecorator.(Teixidor1979;p.4)
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そ もそ も、 「改 《X』 改 」 は、Cantineauが 「-J-」 だ け を読 み と っ て 復 元(拓 本 で は

』 は 不 明)し た も の 。 従 っ て 、 そ の 単 語 で も 別 の 単 語 で も よ い 。 次 に 紹 介 す る 碑 文

(PAT1356)は 、 ベ ー ル神 殿 の祭 司 達 が ハ イ ラ ンの寄 進 に感 謝 し、 顕 彰 碑 を 建 て た こ と を 明

記 して い る。 この事 実 を重 視 す る と、 「」 ・」 を 「』コ ベ ー ル」 とみ る案 が 浮 上 す る。 っ い

て は文 脈 上 の 問題 な い。 そ の後 の部 分 「ごく^x一 」 も 白紙 に戻 し、 しか るべ き 「3字 」 の単

語 を探 す こ と も可 能 で あ る。 た だ し、 拓 本 で は 「亡く・ ・」 と読 み とれ る。

ま た、 「月^Hを?」 は、 接 頭 辞 の 「一?そ して ・か っ(and)」 と形 容 詞 の 「JJ^Hマ

～ を愛 す る」 の構 成 。10行 目頭 の単 語 を併 せ、 「か つ 彼 の 都 市(パ ル ミラ)を 愛 す る」 云 々

と な る。 従 って、 「ごく ・ ・」 に は、 「月^C」 と併 存 で き る意 味 の 単 語(ハ イ ラ ンを 形 容 す

る単 語)が 期 待 さ れ、 「… か っ パ ル ミラを 愛 す る」 云 々 の 文 脈 の中 で そ れ を 探 し出 せ ば

よ い。 こ こで 、 「ごく・ ・」 を 特 定 す べ く、 三 力国 語 併 記 の 該 当 部 を対 照 させ る。

【ラ テ ン語 】PlVM[ETPHI]LOPATRIN

faithfulandloverofhomecity

【ギ リ シ ャ語 】K[…]HNEγCE[B珊KAI[ΦIA]OnATPIN

decorator?faithfullandloverofhomecity

【パ ル ミ ラ語 】(ラ テ ン語 ・ギ リ シ ャ語 と は 読 み の 方 向 は 逆)

XhJ^1」J月^Hマ?〔 ～〈 ・ 。][・ ・]^J^」 コ コxれ こゴ刮 月

hiscityloverandfaithful?Bel?buildingsinhisdecorations

パ ル ミラ語 の 「《,`・ ・」 は、 ラテ ン語 の 「PIVMfaithfu1」 と ギ リシ ャ語 の 「ETC

EBHfaithful」 に対 応 す る単 語(「 誠 実 な」)で あ ろ う。 該 当 部 は、 「誠 実 か っ パ ル ミ ラを

愛 す る」。 「誠 実 」 に該 当 す るパ ル ミラ語 は、 通 例 、 「改^》 【』改 』Hソ 神 々 を 敬 う」 が 思

い浮 か ぶ 。 だ が 、2単 語 で 合 わせ て8字 で あ る。 残 念 な が ら、 字 数 の点 で、 これ を挿 入 で き

る余 地 はな い。 対 応 す る1語 の単 語 は未 詳 で、 依 然 と して別 案 が必 要 で あ る。Gawlikowski

の コ メ ン トを 紹 介 す る。 パ ル ミラ文 字 は酒 井 に よ る。

D'apr6slaremarquepertinentedeJ.Starckyonpeut6galementrestituer』 コ

AJ《 」 と11ゴ
,《dansles6dificesdeBel》.Danscecas,lalacunede3-41ettersa

ducontenirunmotcorrespondantaε ∂σε[β η]θ 左 ρ砒 ητ,maiscettenotion

s'exprimeenpalmyr6nienparご くAX』 ごく 』H、 《,《quicraintlesdieux》,beaucoup
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troplong. (Gawlikowski1973;P.71)

10行 目の 「?月 《"《K」 は動 詞(能 動 使 役 ・男 ・複 数)で 「建 て た」 の 意 味 。 単 数 形 は

「月 《月 」 で あ る。 主 語 は 「元 老 院 と人 民 」 で 、 もち ろん 建 造 の主 体 者 で あ る。 直 接 目的 語

は 「XJ'《 改 月 』訓 この像(ハ イ ラ ン像)」。 従 って、 ハ イ ラ ン像 の 建立 に伴 う碑 文 で あ る

こ とを 明示 して い る。 残 念 な が ら、 顕 彰 碑 の上 半 は欠 損 し、 ハ イ ラ ン像 も不 明 で あ る。 更 に

「Xを 月 《b彼(ハ イ ラ ン)の 名 誉 の た め に」 との 文言 が続 い て い る。

11行 目 は、 建 造 年 月 が、 セ レ ウ コス暦 の 「385年 ニ サ ン月 」(西 暦74年4月)で あ る と明記 。

ギ リシ ャ語 文 と同一 の年 月 で あ る。

以 上 、 本 碑 文 か ら得 られ た情 報 を簡 単 に整 理 す る。

(1)ハ イ ラ ン は、 広 く 「ラ ブエ ル」 の異 名 で 呼 ば れ て いた。

(2)彼 は、 諸 神 殿 内部 の装 飾 を寄 進 した(あ る い は 「神 殿 装 飾 家 」 で あ っ た)。

(3)彼 は、 誠 実 か っ パ ル ミラを愛 す る人 物 で あ った。

(4)パ ル ミラの 「元 老 院 と人 民 」 が ハ イ ラ ンの顕 彰 碑(円 柱 ・像 ・碑 文)を 建 て た。

(5)そ れ は西暦74年4月 で あ った。

ベ ール神殿祭 司達 によるハ イラ ン顕彰碑(PAT1356)

ベール神殿境内の柱廊列柱の持ち送 り部に刻まれたハイランの顕彰碑(第3図)。 ベール

神殿の祭司達による。今日、持ち送 り部だけ単独で境内にある。どの柱かは不明。南側柱廊

の一一本か。ギ リシャ語文(1～4行)と パル ミラ語文(5～8行)の ニカ国語である。上部

と両側が欠損 しているが、文言の復元は容易である。両語文で年号が異なることが注目され

る。ギ リシャ語文は 「西暦56」 年に刻まれ、後にハイラン像が 「西暦60年 」に建てられた。

なお、ベー'ル神殿はパルミラにおける中核施設である。紀元前1世 紀に存在 していた元の

[日神殿」 と、「西暦32年 」に拡張 ・再建された 「新神殿」がある。

ギ リシャ語文

1[AIPANHNBWNNE]OTC[TOTPAB]BHAOT[TOTBWN-

forHairanofBonnehisofRabb'elhisBon一
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ZET'MH[NOC]

367(A.D.56)month

5NANOIKOTH'

ofKsandikos8th.day

1～2行 目 に、 「ア テ ナ タ ンの 息 子 ボ ー ナ の息 子 ラ ブ エ ル の息 子 ボ ー ナ の 息 子 ハ イ ラ ンの

た め に」 と記 して い る。 こ こで、 遠 き先 祖 の 「AθHNAθANOTア テ ナ タ ン」 の こ とを、

「EnIKAAOTMENOTBAPCAAOOTバ ー ル ・シ ャヤ トと呼 ば れ た」 と異 名

を特 記 して い る。 パ ル ミラ語 文 で も同 様 な の で、 祖 先 ア テ ナ タ ンに何 か特 別 な伝 承 が あ った

と思 わ れ る。3行 目 に、 「ミタ族 」 だ と記 して い る。

3行 目末 に、 そ れ が 「ベ ー ルの 祭 司 達 」 に よ る と記 して い る が、 動 詞 や 直接 目的語 に相 当

す る単 語 は省 略 して い る。 な お 、 碑 文 が 記 され る柱 廊 の柱 自体 は既 に建 って い るの で、 独 立

した 顕 彰 碑 の よ う に、 新 た に建 て る必 要 は な い。

な お 、 「ベ ー ル神 」 の形 容 語 と して 「最 高 神 ゼ ウ ス」 を 用 い て い る。 「IEPEIC」 は

「IEPETC司 祭 ・神 官 」 の複 数 形 。 「∈)EOT」 は 「θEOT神 」 の属 格 。 「MErIC

TOT」 は 「MEFAC偉 大 な 」 の 最 上 級 ・属 格 。 「最 も偉 大 な ・最 高 の」 の 意 味 で あ る 。

「△10C」 は最 高 神 「ZETCゼ ウ ス」 の属 格 。4行 目の 「BHAOT」 は 、 パ ル ミラ の

有 名 な最 高 神 「べ 一 ルbとi」 の 属格 で あ る。

4行 目の、 「TEIMHCKAIETNOIACENEKEN」 は 「(彼 の)名 誉 と善

意 故 に」 の 意 味 。Teixidor(1979;p.5)は 、 別 の 碑 文 で 、 そ れ を意 訳 し、 「forhishonorand

asatokenofgoodwill」 と英 訳 して い る。 本 稿 は同 文 を 付 記 して お く。 「TEIMHC」

は 「TIMH名 誉 」 の属 格 。 「ETNOIAC」 は 「ETNOIA善 意 ・誠 意 」 の属 格 。 「E

NEKEN」 は 「ENEKA～ 故 に」 の叙 事 形 で あ る。

最 後 、 即 ち4行 目末 ～5行 目 に、 この建 立 が 「367年 ク サ ンデ ィ コス月(西 暦56年4月)

8日 」 で あ る と明 記 して い る。 日付 ま で記 して い る碑 文 は極 め て希 で あ る。

なお 、 パ ル ミ ラで は 「4月7日 」 が 毎 年 の重 大 な祭 日で あ る。 ち な み に、 ベ ー ル 神 殿 は、

「西 暦32年4月6日 」 に建 立 され た(小 玉1994;183頁)。4(ニ サ ー ン)月 は、 各 種 の イ ベ

ン トが 集 中 し、 ハ イ ラ ン自身 の墓 建 造 碑 文 も、 パ ル ミラの 「元 老 院 と人 民 」 に よ るハ イ ラ ン

の 顕 彰 碑 も、 共 に4月 で あ る。 墓 建 造 碑 文 の多 くは、4月 付 け で あ る。

15



パル ミラ語文

[A]、 《1改 月 』刮 ノー 「333-一 ノ ノ ノhJ～ ン1⊃ 《 」11CAコ11

0fthisstatue371(A.D.60)yearofNisanmonthofin

(t《,hJれ ソC～ く」?コ
C』 ごくコ セ セ コ 《きく」?コ セ コ り マ^1112

who`AtenatansonofBonnasonofRabb'elsonofBonnasonofHairan

[月]A】 目～〈(L《 《きくれA,月AJIコ ㌔ζ1《{3」}月A㌔ ζ れ ソV『 ～上=1～ くC】目[」1b月]13

erectedwhichMitaBenetribeofwhoBr-s'atnicknamed

』 上=iA馬 《 ～〈AY,月[こs「 》1』]14

Belofpriestshimfor

冒頭 に、 「371年 ニ サ ン月(西 暦60年4月)」 と建 立 年 月 を明 記 して い る。 日付 け の 表 記 は

な い。 そ して、 これ は、 ギ リシ ャ語 文 の 「367年 クサ ンデ コ ス月(西 暦56年4月8日)」 と は

明 らか に異 な る。

両 文 に よ る限 り、 ベ ー ル神 殿 の祭 司 達 が 、 何 か を 契 機 に、 先 ず ハ イ ラ ンの 顕 彰 碑 文 を ギ

リシ ャ語 文 で刻 み、4年 後 の別 の契 機 に、 持 ち送 り部 に ハ イ ラ ン像 を 立 て 、 同 時 に パ ル ミ

ラ語 文 を刻 ん だ こ と に な る。 同 時 に 、 「こ の彫 像 》【」 て ぺ 月 』訓 を ・ ・月^月1改 建 て

た … 』コ^1改^マ 月 こSべ 一ル の 祭 司達 が」 の 文言 は、 この 時 点 で ハ イ ラ ン像 を 立

て た こ と を明 示 して い る。 従 って 、 ギ リシ ャ語 文 が 刻 まれ た 「西 暦56年4月8日 」 か ら4年

間 は、 持 ち送 り部 にハ イ ラ ン像 は建 て られ て い なか っ た こ と に な る。

12行 目 は、 「ア テ ナ タ ン→ ボ ー ナ→ ラ ブェ ル→ ボ ー ナ→ ハ イ ラ ン」 と、5代 ま で 遡 って 系

譜 を 記 して い る。 ハ イ ラ ンの 墓 建 造 碑 文 で み た家 系 と合 致 す る。 なお 、 「《 ソ 」 は 関 係 代 名

詞 。 こ こで は 「who」 の よ う に機 能 す る。 「hソVマ コ 改 を欺 月^S～ 」 は 、 「バ ー

ル ・シ ャヤ トと呼 ば れ た と こ ろの 」 の 意 味 。 先 述 の よ うに、 は るか祖 先 の人名 にニ ックー ネー

ムを 、 パ ル ミラ語 文 で も特 記 して い る こ と に注 目 され る。

な お 、 「異 名+ペ セ月 れ 月^ソ+人 名 」 を記 す に は、 次 の よ うな二 っ の 用 法(A・B)

が あ る。 本 碑 文 は、 「^1」 の直 前 の人 名 「ア テ ナ タ ン りれ 」れ ソ」 に か か る用 法(A)で 、

「バ ー ル ・シ ャヤ トと呼 ば れ た ア テ ナ タ ン」 云 々 と な る。 先 の 碑 文(TADMOREA2Bの8

行 目)の よ う に、 「^'《」 の直 前 で な く、 以 前 に記 され た人 名 にか か る用 法(B)で あ る。

下 の 用 法Bで は、 「ラブ ェ ル と呼 ばれ た(ボ ー ナ の息 子)ハ イ ラ ン」 云 々 と な る。
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《用法A》hソVマ コ1改 マ月れハ 《ソ[魑]・ ・(人 名)・ ・

バ ー ル ・シ ャヤ ト と呼 ば れ た と ころ の ア テ ナ タ ン(の 息 子 の …)

《用 法B》[J``.._IC]改 セ欺 月^ソ 改Jr～ コC[画

ラブ エ ル と呼 ば れ た と こ ろ の(ボ ー ナ の息 子)ハ イ ラ ン

両 者 に関 して は、 時 に混 乱 を 招 くこ とが あ る。 ただ し、 本 碑 文 は、 既 に ハ イ ラ ンの異 名 が

「ラ ブ エル 」 と判 明 して お り、 「バ ール ・シ ャヤ ト」 は 「ア テ ナ タ ン」 の異 名 で あ る と導 き出

せ る。 以 下 、 「ミタ族 」 だ と付 記 して い る。

12行 目末 の 「《マ」 は 関係 代 名 詞 で、 こ こで は 「which」 の よ うに機 能 す る。 「」5^月 ～く」

は動 詞 「月 《"建 て る」 の使 役 ・複 数 形 。 主 語 は、14行 目 の 「』コ 《 マ ～く《CJJ」 ベ ー

ル の祭 司 達 」。 直 接 目的 語 は、11行 目 の 「ハ イ ラ ンの この像,セ^H《 てXJ1改 月 も

訓 」。 動 詞 の後 に 「Xb彼(ハ イ ラ ン)の た め に」 を挿 入 して い る。

以 上 、 本 碑 文 で 新 た に把 握 で きた こ とを整 理 して お く。

(1)ハ イ ラ ンが ベ ー ル神 殿 や祭 司 達 に何 か感 謝 され るべ き大 きな 貢 献 を した。

(2)ベ ー ル神 殿 の祭 司 達 が 、 柱 廊 に ハ イ ラ ンの顕 彰 碑 文 を ギ リシ ャ語 で 刻 ん だ 。

(3)そ れ は西 暦56年4月8日 で あ った。

(4)4年 後 、 何 か の契 機 に、 彼 らが、 そ こに ハ イ ラ ン像 を建 て、 パ ル ミラ語 文 を 刻 ん だ 。

(5)そ れ は西 暦60年4月 で あ った。

(6)先 祖 の ア テ ナ タ ンの異 名 は 「バ ー ル ・シ ャヤ ト」 で あ った。

ハイランの系譜と時間的位置

以上、ハイランに関する三っの碑文か ら、彼に至る系譜を整理 し、その時間的枠組をおお

まかに把握 してお く。右側の年代はざっと 「仮定」される各者の生年である。

[ベ ネ ・ ミ タ 族]

タ イ マ イ

y

(バール ・シャヤ ト)ア テ ナ タ ン

y

B.C.130

B.0100
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ボ ー ナ

↓

(祖 父)ラ ブェ ル

↓

(父)ボ ー ナ

↓

[ベ ネ ・ガ デ ィボ ー ル族]

ベ ル シ ュ ー リ(母 方 の 祖 父)

y

バ ア ル タ ガ(母)

↓

(ラ ブエ ル)ハ イ ラ ン

達

↓

子息

B.C.70

B.C.40

B.C.10

A.D.20

A.D.40

○ 西暦52年4月 に、 ハ イ ラ ンが 、 一 族 の た め墓 を建 造 した。

○ 西暦56年4月8日 に、 ベ ー ル 神 殿 の 祭 司 達 が 、 ハ イ ラ ン顕 彰 碑 文 を刻 ん だ。

○ 西暦60年4月 に、 ベ ー ル 神殿 の 祭 司達 が 、 ハ イ ラ ン像 を建 て 顕 彰 碑 文 を刻 ん だ。

○ 西 暦74年4月 に、 「元 老 院 と人 民 」 が 、 ハ イ ラ ン像 を建 て顕 彰 碑 文 を刻 ん だ。

「西暦52～56年 」頃に、莫大な費用を伴 う墓建造や諸神殿への大寄進を行ったハイランは、

当時、何歳だったのか。不明だが、極めて高い社会的 ・経済的地位にあったことは確かであ

る。かかる実状は、年齢をより高 く推定する方が合理的である。

一方、一族用の墓造営が、「父母のためや息子達のため」という目的をもっていた。パル

ミラでは納体室への直葬が基本で、墓建造時点で彼の父母が生存 していた可能性がある。即

ち、その時点で、彼が極端に高齢であったとは考えにくい。

かかる状況を加味して、彼は墓建造時点で 「30歳程度」、神殿への寄進時点で 「40歳弱」、

従 って 「西暦20年 頃」に生まれたと仮定 してお く。これを仮の定点とし、ハイラン系譜の各

者が 「30歳程度」で息子を得たとみると、-r_記のような大まかな 「時間的枠組」が 「目安」

として与えられる。

なお、「西暦56年 」時点では、ハイランの顕彰碑文が刻まれたが、敢えて彼の像は建て ら

れなかった。そして、「西暦60年 」 に、祭司達がそこヘハイラン像を建てたのである。顕彰

人物像の建立が、通例、対象者の生存中か死亡後かは未確認だが、像建立前に本人が死去 し

た可能性もあろう。なれば、ハイランは 「40歳程度」 と仮定できる。

今日、パル ミラ最古の碑文(PAT1524バ ル ミラ博物館蔵)は 、「紀元前44年10月 」付け

の、旧ベール神殿の祭司達がベネ ・カヒナブ族のネブザバ ドの息子ゴライマイのために彫像

を建てたことを示すものである。従って、タイマイか らラブエルに至る人物は、パル ミラ碑

文前史を伺 うLで 重要な情報 となる。
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パ ル ミラ関税法碑文(PATO259)

これ か ら紹 介 す る各 種 の 碑 文 は、 ハ イ ラ ンや 彼 の 系 譜 に関 係 す る可 能 性 が 高 いが 、 そ の関

係 は未 確 定 で あ る。 上 記 の三 碑 文 の 内容 と重 ね て 論 考 を進 めて い く。

先 ず 、 有 名 な 「パ ル ミラ関税 法 碑 文 」(CIS1926)で あ る。 パ ル ミラ の元 老 院 が 、 「448

(西 暦157年)ニ サ ー ン月 第18日 」 に布 告 した もの。 今 日、 ロ シア の エ ル ミ タ ー ジ ュ美 術 館 が

所 蔵 して い る。1881年 、 ア ゴ ラに 隣接 す る付 属 建 物 の 南 側 で 発 見 され た と い う。4枚 の 石 灰

岩 板 石(全 体 の幅4.8m、 高 さ1.75m)に 、 ギ リシ ャ語 文 とパ ル ミラ語 文 で、1～109条 の 条

文 が記 され て い る。 か の ハ イ ラ ン との関 係 が考 慮 され る部 分 を 抜 粋(第1碑 石 の ギ リシ ャ語

文1～4行 。 同パ ル ミラ語 文1～ 行)し 紹 介 す る。 この 中 に、 「ハ イ ラ ンの 息 子 ボ ー ナ の 息

子 ボ ー ナ」 が 「元 老 院 の議 長 職 」 と して登 場 す る。 この ボー ナ の 祖 父 が 、 か の ハ イ ラ ンに該

当 す る可 能 性 が 高 い。

な お、 「パ ル ミラ関 税 法」 に 関 して 、小 玉 新 次 郎 著 『隊 商 都 市 パ ル ミラの研 究 』)に 和 訳 が

掲 載 され 、 か っ 詳 細 に解 説 され て い る(1994;78-119)。 「元 老 院 」 の会 議 は、 議 長 が 主 催 し、

元 老 院 議 員 に加 え て 、 書 記 と2名 の 執 政 官 が 参 加 した。

ギ リシャ語 文

1[ET]OTCHMTMHNOCuANOIKOTIHDOI'MABOTAHC

theyear448(A.D.137)themonthofKsandikos18ththedecreetheSenate

2EIIIBWNNEOTCBWNNEOTCTOTAIPANOT

duringBonnaBonnahisofHairan

nPOE△POTAAE三AN△POTAAEuAN△POTTOT

presidencyofofAlexandrosofAlexandroshis

3ΦIAOHATOPOCrPAMMATEWCBOTAHCKAI△HMOT

PhilopatorSecretarySenateandPeopleof

MAAIXOTOAAIOTCKAIZEBEIDOTNECAAPXON-

ofMalkuOlaiandofZebidaNeshaofarchons
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4TWNBOTAH[C]NOMIMOTArOMENHCEΨHΦICθHTA

theSenateoflawwasassembledhasdecidedwhat

TnOTETAFMENA(以 下 略)

belowiswritten

ギ リシ ャ語 文 の 冒頭 に は、 「448(西 暦137)年 ク サ ンデ ィコ ス月 第18日 」 と 「関 税 法 」

の 布 告 年 月 日を 明 記 して い る。

2行 目頭 の 「EnI」 は、 人 名 の 前 にっ いて 監 督 任 務 中 を 指 す 。 人 名 の後 の 「議 長 のn

POE△POT」 にか か り、 「議 長 職 中 」 と い った意 味 合 い。 そ の人 物 は、 「ハ イ ラ ンの息 子

ボ ー ナ の息 子 ボ ー ナ」 で あ る。 そ の人 名 で 明 らか な よ うに、 議 長 職 の ボ ー ナが 、 か の ハ イ ラ

ンの孫 で な い か と仮 定 され る人 物 で あ る。 言 い換 え る と、 この 議 長職 ボ ー ナの 祖 父 が 、 か の

ハ イ ラ ンに該 当す る可 能 性 が あ る。

3行 目 の 「PPAMMATEWC]は 「書 記 」。 「BOTAHCKAI△HMOT」 は

「元老 院 と人 民 の」。 合 わ せ て 「元 老 院 と人 民 の書 記 の」。 そ の 職 にあ る人 物 は、 そ の 前 の 人

名 「フ ィロバ トー ルの 息 子 ア レキサ ンデ ル の息 子 ア レキ サ ンデ ル」 で あ る。

続 く人 名 は、 「オ ライ の息 子 マ リクー」 と 「ネ シ ャー の息 子 ゼ ビ ダ」 で 、 そ の 職 は 「AP

XONTWN執 政 官(複 ・属)」 で あ る。

4行 目の 「AFOMENHC」 は、 動 詞 「Arw集 め る」 の受 動 ・分 詞 で 、 パ ル ミ ラ語

の 「《1〈V^Jこ ～ 召 集 され た」 に対 応 。 「EΨHΦICθH」 は、 動 詞 「ΨHΦIZW決 定 す

る」 の完 了 形 で、 「れ マレ《k決定 した」 に対 応 。 「TATnOTETAFMENA」 は、 「下

記 の こと(条 文)」 云 々 で 、 「h、Hh』,月 コ^hコ 《 ソ 月 」 に 対 応 す る。 「THO」 は

「～ の下 に」 を意 味 す る前 置詞 ・接 頭 辞 で あ る。

パル ミラ語文

hJ「 レ ノ〃 ソ ー一コ 月冷^1⊃^J∫ ・{セ^コ さく』?コ 《 ソ ～〈月 入 、《1

yearof18thdayNisanmonthofintheSenateofthedecree

Y.と1《 きくJ?と1《Y《'`」1戊 ぞ～セ メ、』3と1ノ 〃 ソ33-「 コ ノ ノ ノ ノ

sonofBonnaofthepresidencyduring448(A.D .137)
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⊃ マ 、《こ～b～ 〈 マ コ ⊃ マ ソ5bさ く 《 、《 ごく《 》 月 マ 入?1マAHセ コr〈 」?コ2

AlexandrossonofAlexandrosofthetermofsecretaryandHairansonofBonna

さく《 」?こ ～マ ごく?⊃ 月 マ?ご く』?コ 《t《 ⊃?》 月 マ 入 セh3b3マ コ

thearchonandPeopleandtheSenatofsercretaryPhilopatorsonof

れ?X、 《コ ごぐレ」 マコ ごぐ 《Aコ 、??月A月 月 マコ 《 《 』 ソ マコ?コb月3

waswhenNeshasonofZebidaandMogimusonofOlaisonofMalku

れ を1レ 改 改 ⊃?月 」1V《 」 こ～ 改b?コ

decidedthelawbyassembledtheSenate

(以 下 略)れHれ 』1コ^れ コ 《ソ 月4

belowiswrittenwhat

パ ル ミラ語 文 も、 「西 暦157年 ニ サ ン月 第18日 」 と明記 して い る。

続 い て、 公 布 関 係 者 が登 場 す る。 注 目 す べ き は、 「議 長 職 、 ハ イ ラ ンの 息 子 ボ ー ナ の 息 子

ボ ー ナ」 で あ る。 この ハ イ ラ ン こそ、 か の ハ イ ラ ンで な いか と想 定 され る人 物 で あ る。 次 い

で、 「元 老 院 と人 民 の 書 記 フ ィ ロバ トー ル の息 子 ア レキ サ ン ドロ スの 息 子 ア レキサ ン ドロス」

が登 場 す る。 そ して、 「執 政 官 モ キ ム の息 子 オ ライ の 息 子 マ リク と ネ シ ャの 息 子 ゼ ビダ」 で

あ る。

後 の 「J」 は接 続 詞 で 「～ の時 」 の意 味。 「れ?X」 は、 い わ ゆ る 「be動 詞 」 の よ う な

役 割 の 「れ?X」 の、3人 称 ・女 性 ・単 数 形 で あ る。 随ぐレ^JJ」 は[VJ集 あ る」 の

分 詞 ・受 動 ・女 性 ・単 数 ・絶 対 形 。 「1」 は前 置 詞 で、 こ こで は 「～ に よ っ て 」。 「ぺ ⊃?

JJ」 は 「⊃?月 」法 律 」 の強 意 形 。 「れ マ㍉レ改 」 は 使 役 動詞 「をrヒ1レ決 定 す る」 の完 了 ・

3人 称 ・女 性 ・単 数 形 。 「^'《月 」 は代 名 詞 で 、 「～ の こ と」。 「コ^れ コ」 は 「コh5書 く」

の 受 動 態 ・分 詞 。 「hHれ 』1」 にっ いて は、 「1」 も 「 」」 も場 所 を示 す 前 置 詞 で

「huh」 は 「下 に」 を意 味 す る前 置 詞 で あ る。

この 「パ ル ミラ関税 法 」 は、 か の ハ イ ラ ンが 活 躍 した1世 紀 中 頃 か ら、80年 程 度 後 に布 告

され た。 そ の年 代 を踏 まえ、 関税 法 碑 文 の議 長 職 ボ ー ナ の祖 父 が ハ イ ラ ンで あ る こと か ら、

か の ハ イ ラ ン との 関係 を、 以 下 の よ う に仮 定(仮 説1)し て お く。
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A.D.137

(議 長 職)

仮 説1iハ イ ラ ン→ ボ ー ナ→ ボ ー ナi

タ イ マ イ → ア テ ナ タ ン→ ボ ー ナ → ラ ブ エ ル → ボ ー ナ → ハ イ ラ ン → 息 子 達

A.D.52.56.60.74

両 者 の接 点 を よ り明確 に す べ く、 そ の 時 間 的 関係 を概 算 して お く。

「西暦137年 」 に は、 こ の ボ ー ナ は議 長 職 に あ った。 この時 の彼 の年 齢 は不 明 だ が 、 長 老

た る議 長 職 を勘 案 し 「50歳程 度 」 と仮 定 す る と、 彼 は 「西 暦87年 頃 」 に生 まれ た こ とにな る。

同名 の父 ボ ー ナ が 「30歳程 度 」 で、 息 子 ボ ー ナ が で きた とみ る と、 父 ボ ー ナは 「西暦57年 頃」

に生 ま れ た こ とに な る。 この 頃 は、 か の ハ イ ラ ンが一族 墓 を 建 造(西 暦52年)し 、 諸 神 殿 に

大 寄 進(西 暦56年)し 、 これ に対 して ベ ー ル神 殿 司祭 達 や 「元 老 院 と人 民 」 が 彼 に感 謝 す る

碑 文(西 暦56・60・74年)を 設 置 した 時代 に該 当 す る。 そ して 、 墓 建 造 碑 文 に は、 か の ハ イ

ラ ンに 「息 了 達 」 が い た こ とが 記 され て い る。 この よ うな 時 間 的 関 係 か ら判 断 して も、 両 碑

文 の 「ハ イ ラ ン」 が 同一 人 物 で あ る可 能 性 は極 め て 高 い の で あ る。

な お、 か の ハ イ ラ ンの息 子達 の一 人 が 「ボ ー ナ(議 長職 ボー ナの 父)」 だ っ た とす る と、

別 の息 子 「～某 」 の特 定 が必 要 に な って く る。

元老 院によ るアホ フ ァリ顕彰 碑(PATO273)

ベ ー ル神 殿 内 の顕 彰 像 の礎 石 で、 元 老 院 が 「西 暦140年 」 に建 て た もの 。 パ ル ミ ラ博 物 館

蔵(Chabot1922;p.42,As'adandGawlikowski1997;P.12)。 年 代 は 「パ ル ミ ラ関 税 法 」

(西 暦137年)に 近 い。 祭 碑 形(高 さ132cm.)で 、 上 面 に 二つ の ほ ぞ穴 が あ る。 碑 文 で は 、 そ

こに ア ホ フ ァ リ像 が立 って い た。 転 用 後 の発 見 で、 本 来 の場 所 は不 明。 ギ リシ ャ語 文 の1行

目 だ け屋 根 部 の平 縁 に ギ リシ ャ語 文(1行 目)が 、 柱 状 部 に ギ リシ ャ語 文(2～8行 目)と

パ ル ミラ語 文(9～14行 目)の ニカ国 語 併 記 が あ る。

な お、 『PATO273』 の テキ ス トで は、 ギ リシ ャ語 文 の1行 目 と2行 目 を併 せ て1行 目 と し

て い る。 単 な る ミス で あ る。 「ボ ー ナの 息 子 ハ イ ラ ンの 息 子 シ ャバ の息 子 ハ イ ラ ンの 息 子 ア

ホ フ ァ ライ」 の系 譜 は、 か のハ イ ラ ン との関 係 を強 く示 唆 して い る。

1HBOTH

TheCouncil
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2[AOΦA]AEINAIPANOTTOTCABATOT

AhofaliofHairanhisShabahis

3AIPANOTTOTBWNNEOTCEIIANI'EI-

ofHairanhisBonnehasendowed

4[AA]MENONATTHEHIDOCINAIWNIAN

?himendowmentforeternal

5KAIOTCIANKAI[ETEPA]ANAOEMATA

andhorocaustandotheroffering

6[MA]AAXBHAWKAITTXHOAIMEIOCK[AI

MalakabelandTycheTaimiand

7ATE]PI'ATEIIIATPWOICOEOICTEIMHCKAI

Atargatisancestraldeitieshonorand

8MNHMHCXAPINETOTCANT'HANHMOT

memoryforyear451(A.D.140)ofPanemos(July)

1行 目 は、 単 独 に 「元 老 院 」 と刻 ま れ、 最 高 機 関 に よ る顕 彰 で あ る こ とを 誇 示 して い る。

2行 目頭 の人 名 「AOΦAAEIN」 は、 「ア ホ フ ァ リ^b3H改 」 の ギ リシ ャ語 風 表 記 。

対 格 で 、 「元 老 院 が ア ホ フ ァ リに対 して」 の 意 味 で あ る。 以 ド、 ギ リ シ ャ語 風 表 記 で、 「ボ ー

ナ の息 子 ハ イ ラ ンの息 子 シ ャバ の息 子 ハ イ ラ ンの息 子 」 と アホ フ ァ リの 系譜 が記 されて い る。

3行 目か ら4行 目の 「EnANPEI-AAMENON」 は、 動 詞 の 完 了 形 で 、 パ ル ミラ

語 文 を 対 照 す る と、 「寄 進 した ・奉 納 した」 の意 味 で あ る。 た だ し、 筆 者 に未詳 。「ATTH」

は強意 代 名詞 「ATTOC彼 」 の与 格 で、 「彼 に」 の意 味。 こ こで は 「元 老 院 に」 を 指 す。

即 ち、 ア ホ フ ァ リが 元 老 院 に寄 進 した こ と を指 す 。 そ の 内容 は、 「EnI△OCINAIW

NIAN恒 久 的 な寄 付 」 と、 「㊥TCIAN全 幡 祭 で の 焼 い た生 け賛 」 と、 「ETEPA

ANAθEMATAそ の他 の寄 付 」 で あ る。

実 際 に は神 々 に奉 納 した の で あ って 、 祖 先 神 「TTXHOAIMEIOCタ イ ミ神」 と、

太 陽神 「MAAAXBHAWマ ラク ベ ル」 と、 豊 穣 の女 神 「ATEPPATEIア タル ガ
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テ ィス」 と い う三 神 が 登 場 す る。 それ らを 「nATPWOICθEOIC祖 先 の神 々」 と

総 称 して い る。6行 目の 「TTXHテ ユケ ー」 は、 ロー マ に お け る 「運 の女 神」。

「TEIMHCKAIMNHMHCXAPIN」 は 「(彼の)名 誉 と想 い 出 の た め に」。

「XAPIN」 は、 こ こで は 「～ 故 に ・～ の た め に」 な ど の意 味 で あ る。

パル ミラ語文

C～ 〈コ 「レ りYA」C《 』3H改 《 てXJ、 《 改 月 』 訓9

sonofSabaHairansonofAhofaliofthisstatue

^ソ ～〈b?コ メ 』hソ と1ソ^、 《h[ソ]
V改 」?と!1Y^f,10

whoTheSenatehimforhasbuiltwhichS'atBonnaHairan

月^月 ぺ?ぺ れ 『～も月iJJ改 月1⊃ ソ 』 ぺ 」5セHXbソ 入 月11

erectedandburntofferingandeternityforconsecratedobjecthimforhasdonated

メ」kソYhソ 』?^月^」 トしマ 入?』 と1こ～』 月bり 月 セ ∫・{,ハ12

AtargatisandGadTaimiandMalakabelforsanctuary

C《 コXセ 】目A」h《 月A1セhコ ごくAと1》 《X』 さく13

monthofinhishonorforhediedthatafterthegoodgodsof

ノー一=コ33■ 一一コ ノ ノ ノ ノ 」k」V1《 」}r114

451(A.D.140)yearofQenian

冒 頭 に、 「ア ホ フ ァ リの この像 」 と 明記 して い る。9行 目 か ら10行 日 に、 「ボ ー ナ ・ハ イ ラ

ン ・シ ャバ の息 子 ハ イ ラ ンの息 子 ア ホ フ ァ リ」 と系譜 が記 され て い る。

注 目す べ きは、 「れ ソVシ ャヤ ト 改 」?コ ボー ナ」 の 「hソV」 で あ る。 つ いて は、「ボ ー

ナ の父 」・「ボ ー ナ の異 名 」・「ボ ー ナ の部 族 」 とい う三 っ の選 択 肢 が あ る。 両者 の 問 に 「マと1」

の単 語 が な く、 ギ リシ ャ語 文 に は 「hソV」 に該 当 す る語 が省 略 され て い る。 先 に紹 介 した

べ 一 ル神 殿 祭 司 達 に よ るハ イ ラ ン顕 彰 碑 文(PAT1356)で は
、 こ の ボ ー ナ の 父 は 「ア テ ナ

タ ン」 で あ る。 従 って、 「ボ ー ナの 父 」 案 は可 能 性 が 少 な い。

Stark(1971;p.115)に よ れ ば 、 「hソV」 は、 部 族 名 の 場 合 と人 名 の 場 合 が あ る。
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Teixidor(1979;P.90)は 、 この 前 に 「^」 コ'《H31^'《 」 が 省 略 され て いる とみて、

そ れ を 「部 族 名 」 と理 解 して い る。 ただ し、 か のハ イ ラ ンの 系譜 は 「ベ ネ ・ミタ族 」で あ る。

上 記 の 碑 文 で は、 ハ イ ラ ンの 先 祖 の ア テ ナ タ ンは、 「ベ ネ ・ ミタ族 」 で あ る と共 に 、 異 名 が

「れ ソVマ と1(「 シ ャヤ トの 息 子 」 の 意 味)」 と特 記 して い る。 これ を踏 ま え る と、 ア テ ナ

タ ンと同 様 に、 彼 の 息 子 ボ ー ナ も、 「シ ャヤ ト」 を 異 名 と して い た の で は な い か と考 え られ

る。 と もあれ 、 か か る名 称 の 共 通 性 は、 本 碑 文 が、 か の ハ イ ラ ン系 譜 と強 く関 係 す る可 能 性

を示 して い る。

10行 目 の後 半 は、 これ を 「元 老 院 が ア ホ フ ァ リの た め に建 立 した」 こ と を記 して い る。 行

末 の 「^、《who」 は関係 代 名詞 で あ る。

11行 目 は、 ア ホ フ ァ リの業 績 を述 べ て い る。 「1入 月 」 は 動 詞 と名 詞 が あ る。 こ こは3人

称 ・単 数 ・能 動 態 ・強 意 ・完 了 形 で、 「寄 進 した」。 「X』 彼 の た め に」 は 「元 老 院 に対 し」

の意 味 で あ る。 寄 進 した の は 「ごく月 セH」 。 こ れ は、 ギ リシ ャ語 の 「AIWNIAN」 に対

応 し、 「聖 な る物 ・永 遠 な る物consecratedobject」 の こ と だが 、 正 確 な単 語 の意 味 は 不 明 。

「さく月bソ+b」 は 「永 遠 の た め に」。 「ぺ れ?』"月 」 は、 通 例 、 「burntoffering」 と か

「horocaust」 と英 訳 され 、 全 幡 祭 に お け る焼 か れ た生 け 賛 を 意 味 す る。 単 数 ・強 意 形 。 ギ

リシ ャ語 の 「θTCIAN」 に対 応 す る。

「月 《月 《K」 は 「月?月 目 の3人 称 ・単 数 ・完 了 形 で、 「建 て た」。 直接 目的語 は、12行 目

の 頭 のh月 マH月 聖 所 」。 複 数 ・絶 対 形 。 同 じ く 「ANAOEMATA」 に対 応 す る。 以

下 、 「マ ラク ベ ル 』コ コb月 」(太 陽 神)と 「ガ ッ ド ・タ イ ミ^月 《れ'《入 」(祖 先 神)、 お

よ び 「ア タル ガ テ ィスXれ ソYhソ 」(豊 穣 の女 神)に 対 す る聖 所 で あ る こ とを 示 す 。 これ

らは 「改^コ 》 《Xb改 善 き神 々 の」 と形 容 さ れ て い る。

そ して 、 「れ^M^1マ れ コ 彼 が 死 ん だ後 」 の文 言 は、 寄 進 者 ア ホ フ ァ リの死 後 も、 そ

れ を恒 常 的 に維 持 す る手 配 を して い た こ とを示 して い る。 「《'《 セれ コ 」 は 接 続 詞 で 、 「～

以 降 」 の意 味 。 「h^月 」 は動 詞 の3人 称 ・男 性 ・単 数 ・完 了 形 で 「死 ん だ」。 「メ マ月^』 」

は 「X(彼 の)+マ 月 、^(名 誉 の)+」(た め に)」 の構 成 。 最 後 に、 そ の 建 立 が 「西暦140

年7月 」 と記 して い る。

問 題 は、 か の ハ イ ラ ン との関 係 で あ る。 「西 暦140年 」 は、 彼 の時 代 か ら約1世 紀 が経 って

お り、 時 代 と人 名 か ら、 次 の関 係(仮 説2)が 浮 か び上 が って くる。 つ い て は、 先 に提 示 し

た 「仮 説1」 と も、 特 に矛 盾 す る点 はな い。
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A.D.140

仮 説2ボ ー ナ → ハ イ ラ ン→ シ ャ バ → ハ ィ ラ ン→ ア ホ フ ァ リ

ナ一ボ↓ナ一ボ↓ンライハー説仮

達子息

4

剛

岬

ン一フイハ↓ナ一ボ↓ルエブラ↓ナ一ボ↓夘サア↓冒列

60●56●52nA

A.D.137

従 って、 ハ イ ラ ンの 墓 建造 碑 文 で い う 「息 子 達 」 は、議 長職 ボー ナの祖 父 の 「ぺ 」?コ ボー

ナ」(仮 説1)と 、 本 碑 文 の ア ホ フ ァ リの祖 父 の 「改 コ レ シ ャバ」(仮 説2)で あ る 可能 性 が

示 唆 され る(も ち ろ ん、 この 二 人 だ け と は限 らな い)。 な お、 碑 文 に よ る限 り、 議 長 職 ボ ー

ナ が、 「西 暦137年 」 時点 で健 在 で あ った に対 し、 元 老 院 に貢 献 した ア ホ フ ァ リは、 「西 暦140

年 」 時点 で既 に死 亡 して い た と考 え られ る。

ギ リシャ ・コス島におけ るラブエルの祭碑(PAT1616)

これ は、 古 く1486年 に、 パ ル ミラか ら遠 く離 れ た ギ リシ ャの コ ス島 で 発 見 され た祭 碑 で 、

これ を寄 進 した内 容 が パ ル ミラ語 と ギ リシ ャ語 のニ カ国 語 文 で記 され て い る。 通 例 と は語 順

が 逆 。 所 蔵 不 明 。 人 名 な どか ら、 か のハ イ ラ ン系 譜 の可 能 性 が考 慮 され る。

PAT1616の テ キ ス ト(HillersandCussini1996;P.232)とTeixidorに よ る テ キ ス ト

(Teixidor1979;p10)で は、 特 に2行 目の文 言 が大 き く異 な って い る。 後 者 は、 「bコ 月 ソ

月lJ(マ コMayhebeblessedinfrontofBel」 と な って い る。 文 の 区 切 りな どか らみ て 、

同 一 祭 碑 だ ろ うが 、 更 に 出典 な ど の確 認 が 必 要 で あ る。 前 者 は 「MelDus1939;p.885」 に依

拠 し、 対 す る後 者 は 「Milik,1972;p.43」 に依 拠 して い る。 こ こで は前 者 に依 拠 して お く。

い ず れ に して も、 パ ル ミラ人 の 海 外 進 出 を 明 示 す る重 要 な碑 文 で あ る。

パ ル ミラ語文

1YAHを コ 』}ごくコ[Y]1

HairansonofRabb'el

ごくAセ 月 、《れ 』Aコb2

0fTadmorBlto
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』と1Hマ^?3

Yarhiboland

』 黛コb入 ソ?4

Agliboland

～〈」hb』 ソ 月A】[3《きく 《15

thealtarerectedwho

パ ル ミラ語 文 は、 「ハ イ ラ ンの息 子 ラブ エ ルが 、 タ ドモ ル(パ ル ミラ)の ベ ー ル ・ヤ ル イ

ヒボ ー ル ・ア グ リボ ー ル神 の た め に祭 碑 を建 て た」 と記 して い る。 動 詞 の 「月^月 《k」が複

数 形 。 従 って、 建 造 主 体 者 は ハ イ ラ ンを含 む 「複 数 」 と示 唆 され る。

「ベ ー ルbコ ・ヤ ル ヒボ ー ル 』コHセ 《 ・ガ デ ィボ ー ル 』?コ 』入 ソ」 は、 パ ル ミラの有

名 な三 位 神 。 「も^J」 は 「もゴ 」 が 、 「』コHセ^」 は 「』?コHマ^」 が 、 表 記 と して は

正 しい。 石 工 に よ る ミス か。 は る か遠 隔 地 で の パ ル ミラ語 の 刻 文 で あ る。

ギ リシ ヤ語文

6PABBHAAIPA

Rabb'elofHaira一

7NOTOEWIBH

ngodstoBe一

8AW<1>ETXEN

lforblessing

ギ リシ ャ語 文 は、 「ハ イ ラ ンの息 子 ラ ブェ ル が ベ ー ル の諸 神 に、 祝 福 の た め に 」 と記 して

い る。 こ こで は、 べ 一 ル以 外 の二 神 は省 略 して い る。 なお 、 文 字 の区 切 り方 は何 とな く不 自

然 で あ る。

本 稿 で の 関心 点 は、 この 「ハ イ ラ ンの 息 子 ラ ブ エル 」 が 、 か の ハ イ ラ ンと関 係 す るか否 か

とい う点 で あ る。 記 され た父 子 の名 前 か ら 「ま ま可 能 性 」 が あ るが 、 未 確 定 で あ る。

な お 、Teixidor(1979;p10)は 、 碑 文 の文 字 を、 特 異 だ が 「1世 紀 中 頃 」 とみ て い る 。
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以 下 の よ う に、 は るば るギ リシ ャの コ ス島 に まで 遠 征 した ラ ブ エ ル の父 ハ イ ラ ンが 、 か の ハ

イ ラ ンと同一 人物 と仮 定(仮 説3)し 、 今 後 の 検 討 課 題 と す る。 従 っ て 、 か の ハ イ ラ ン の

「息 子 達 」 の一 人 が 、 こ の 「ラブ エ ル」(3人 目の 候 補)か も知 れ な い。

(1世 紀中頃?)

仮説3 ハ イ ラ ン→ ラブ エ ル

仮説2 ボ ー ナ → ハ イ ラ ン→ シ ャバ → ハ イ ラ ン→ ア ホ フ ァ リ

ナ一ボ↓ナ一ボ↓ン一ブイハー

達

60

説

一

仮

ボ↓ルエブラ↓ナ一ボ↓夘けア↓副列 子息↓ン一フイハ↓ナ

74●●56●52n八

A.D.140

A.D.137

PAT2759(TADMOREA7A)

パ ル ミラ博 物 館 蔵(Cantineau1933;p .183)の 碑 石 の断 片(横 幅25cm・ 上 下18cm)で あ

る。 全体 の形 状 も碑 石 の種 類 も不 明。 出 土 場 所 は未 確 認 。4行 のパ ル ミ ラ語 文 で、 碑 文 も断

片 的 で あ る。 「ラ ブ エ ル の息 子 ボ ー ナ」 云 々 と い う父 子 関 係 に加 え て、 「ベ ネ ・ ミタ族 」 で あ

る こ とや、 年 代 観 な どか ら、 か の ハ イ ラ ンに 関係 す る碑 文 と推 定 して い る。

パ ル ミラ語文

・ ・ ・ ・ … 』さくコ セ セ コ ごくJ?き1・ …1

Rabb'elsonofBonna

● ● ●《きく]」卜tA ,月AJコ 」}月 《L《 うくJt《 ● ● ● ●2

MitaBenefromofthis

● ● ●3r隻～〈r〈 こjY～ 〈 れ .こゴ コ 」kこ」 れ ● ● ● ・3

?thearchonofficeofwrite?

● ● ● ●3333-■ 一◎ ノ ノ ノhJV● ● ● ●4

380(A.D.68/69)?yearof

1行 目 の 「ラブ エ ル の息 子 ボ ー ナ」 の前 後 は欠 損 。 従 って、 ボ ー ナ 自身 の こ とを 述 べ た も
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のか 、 誰 か の系 譜 の途 中 か は不 明 。 後 者 の可 能 性 が 高 い。2行 目の 「ベ ネ ・ミタ族 の この～ 」

は、 しか るべ き 「～ 」 部 分 が 欠 損 して い る。

3行 目 は行 政 職 ・機 関 に関 係 す る用 語 が 登 場 して い る。 「hlヨ 」 は 「hコ 家 ・墓 ・神 殿 ・

場 所 、 他 」 の 合 成 形 。 「～〈JC``」 は ギ リシ ャ語 の 「APXHア ル ケ ー ・権 力 ・支 配 地 ・統

率 者 」 に対 応 す る。 合 わ せ て 「執 政 官 職 ・行 政 長 官 職 」 と い った と こ ろ か 。Gawlikowski

(1973;p.43)は 「bureaudesarchontes」 と仏 訳 して い る。 「コ れ5」 は動 詞 「書 く」。「・・

月 改 」 は、 確 証 で き な いが 、 「月^"改 建 て た」 で あ ろ うか。

4行 目 は、 未 確 定 だが 、 「380年(西 暦68/69年)?」 。Cantineau(1933:p.183)に よ る

ハ ン ドコ ピーで は、 文 字 の 形 状 は古 式 で 、 編 年 上 は 「1世 紀 中 頃」 と判 定 で きる。

問 題 は、 「・ ・ラ ブエ ル の息 子 ボ ー ナ ・ ・」 が 、 か の ハ イ ラ ン系 譜 に関 係 す る か 否 の 点 で

あ る。 私 見 で は、 その 可 能 性 を 認 あて 、 以 下 の よ うに 「仮 説4」 と して お く。

A.D.68/69?

仮 説4ラ ブ エ ル→ ボ ー ナ→ …9

仮 説3iハ イ ラ ン→ ラ ブェ ル1

仮 説2ボ ー ナ→ ハ ィ ラ ン→ シ ャバ → ハィ ラン→ アホフ ァリ

仮 説11ハ イ ラ ン→ ボ ー ナ → ボ ー ナA.D.140

タイマ イ→ アテナ タン→ ボ ー ナ→ ラ ブエ ル → ボ ー ナ → ハ イ ラ ン → 息 子 達A.D.137

A.D.52.56.60.74

結
△
冊

一一一一口

以上、「パル ミラの有名人 ・ハイラン」 と題 して、彼とその系譜に関する各種碑文を検討

し、その周辺世界への接近を試みてきた。ハイランの三碑文 と、彼 とその家系に関する可能

性がある四碑文を接合すると、以下のような系譜が仮説 として構成できる。その妥当性の検

証は、かのハイランが造営 した 「一族墓の発見 ・発掘」であることは明らかである。
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[ベ ネ ・ ミ タ 族]

タ イ マ イ

↓

(バール'シ ャヤ ト)ア テ ナ タ ン

↓

ボ ー ナ[ベ ネ ・ガ デ ィ ボ ー ル 族]

↓

(祖 父)ラ ブ エ ル ベ ル シ ュ ー リ(母 方 の 祖 父)

y

(父)ボ ー ナ バ アル タ ガ(母)

↓ ↓

(ラ ブ エ ル)ハ イ ラ ン(一 族 墓 建 造 ・神 殿 装 飾 寄 進 等)

A.D.52.56.60.74

(息子 達)ボ ー ナ

y

(議 長 職)ボ ー ナ

A.D.137

y

?

/↓

シ ヤ バ

↓

ハ イ ラ ン

y

ア ホ フ ァ リ

y

?

y

ラ ブ ェ ル(ギ リ シ ャ ・ コ ス 島)

↓

?

(大 寄 進)

A.D.140
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